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ヽ

゜ 一

至

苓

は

、

現

行

の

小

學

校

令

お

よ

び

同

令

施

行

規

則

E
基

き

、

高

等

小

學

校

の

高

業

科

用

に

究

つ

る

目

的

に

て

、

編

纂

し

た

り

。

一

、

本

書

は

、

兒

童

を

し

て

、

高

業

岳

闊

ナ

る

一

鮫

の

知

識

を

放

得

せ

し

め

ん

こ

と

を

期

し

．

高

業

教

投

上

も

っ

と

も

適

切

な

る

材

料

も

選

び

て

、

こ

れ

を

細

察

的

に

記

述

し

、

か

つ

．

圏

寅

雛

形

等

を

多

く

挿

入

し

て

‘

兒

童

の

理

蛸

を

容

易

な

ら

し

め

ん

こ

と

を

力

め

た

り

。

一

、

本

害

は

、

他

の

諸

教

科

中

‘

こ

と

に

、

算

術

・

地

理

等

と

の

聯

絡

f

注

意

し

て

薮

投

の

統

合

を

｀

全

か

ら

し

め

ん

こ

と

を

圏

り

た

り

。

一

、

＊

書

は

、

一

學

年

お

よ

そ

四

十

週

の

割

合

に

て

．

救

科

の

分

量

を

定

め

た

れ

と

．

集

課

長

短

・

一

禄

な

ら

ざ

る

が

ゆ

ゑ

に

、

教

授

者

は

一

週

を

一

課

を

表

＂

、

あ

る

び

a＿＿
週

に

豆

り

て

一

課

を

表

く

る

な

ど

便

宜

‘

こ

れ

を

通

用

ナ

ベ

し

。

「

＊

書

は

｀

別

に

こ

れ

福

属

ナ

を

警

蘭

書

を

具

へ

た

れ

ば

、

最

表

渚

は

．

麗

せ

ん

こ

と

も

妻

す

。

初

等

高

索

紋

本

凡

例

便

立

こ

れ

を

参

ヽ
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贔

一

世

に

裔

業

な

か

ら

ん

｀

一

に

は

、

人

々

の

不

便

い

か

冑

饂

；

丘

か

り

な

る

べ

き

か

。

一

冒

’

I

-

一

本

の

筆

と

十

放

の

紙

と

畠

｛

一
を
求
め
ん
と
す
る
に
も

讐

[
＼
 

畠賣

言

筆

造

り

と

紙

す

き

曇
[
〈
'＇ 
ー

と
を
探
し
、
つ
び
に
見
常

冨
｀

II

ぃ1
]

、
ロ
ロ
□

□
1

」

多
く
の
よ
き
米
を
産
し
て
餘
り
あ
る
と
き
、
こ
れ
を

他
國
に
送
り
出
し
て
‘
賣
る
人
な
か
ら
ん
に
は
、
つ
び

に
ビ
の
米
を
腐
ら
し
て
、
空
し
く
棄
つ
る
に
至
る
べ

し
。
こ
i
l
‘
不
綬
済
な
る
こ
と
な
ら
未
や
。
．

然
る
に
、
商
業
の
行
は
る
る
に
よ
り
、
何
時
に
て
も
、

お
の
i
l
の
望
む
物
を
買
び
、
ま
た
は
、
餘
札
る
物
を
賣

る
こ
と
を
得
て
、
大
い
な
る
便
利
を
得
、
か
つ
、
世
の
続

清
と
な
る
な
り
。

．，

・
・・,
.

t

第

二

課

商

業

の

種

類

5

裔
業
は
、
セ
の
仕
方
に
よ
り
て
、
小
賣
卸
賣
貿
易
な

I

＇

・
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初

等

商
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敬

本

前

編
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初

等

商

業

放

本

前

に
‘
賣
買
阪
引
す
る
な
貿
易
と
い
ふ
。

金
錢
を
貸
借
す
る
銀
行
‘
旅
人
ま
た
は
荷
物
の
運

送
を
業
と
す
る
汽
船
會
社
な
と
は
、
普
通
の
高
人
の

ご
と
く
、
物
品
を
賣
買
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
が
ど
も
、

こ
が
ら
は
、
一
般
の
商
業
を
助
く
る
機

M
と
し
て
、
き

は
め
て
必
要
な
る
も
の
な
り
。
ゆ
ゑ
に
、
こ
が
ら
の
素

を
‘
補
勁
商
業
と
い
ふ
。
こ
の
外
‘
補
助
商
業
に
は
、
偲
怜

會
社
税
闊
販
扱
人
な
と
、
多
く
の
種
類
あ
り
。
裔
業
の

盛
大
に
赴
く
に
従
び
て
、
こ
が
ら
は
、
い
よ
い
よ
必
要

ー
と
な
る
な
り
。l

h

l

―h-
――=
H
-
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第

三

課

古

の

商

業

と

今

の

高

業

古
は
、
汽
船
電
信
な
ど
の
便
も
な
く
、
外
国
と
往
来

ギ
す
る
こ
と
も
少
な
か
り
し
ゆ
ゑ
ビ
の
商
業
は
薗
内

言

汀

[

]

]

、

ロ

ロ

ロ

[

°

賣

買

す

る

に

過

ぎ

然
る
に
、
今
は
、
海
に
汽
船
あ
り
、
陸
に
汽
車
あ
り
‘
郵

便
・
電
信
は
、
世
界
到
る
虞
に
通
じ
、
千
里
を
隔
つ
る
外

國
も
‘
隣
家
の
ご
と
く
な
i
l
り
。
ゆ
ゑ
に
、
今
の
高
業
は
、

た
だ
内
國
の
み
に
限
ら
す
、
外
國
を
も
相
手
と
す
る

大
仕
掛
の
も
の
と
な
り
、
従
び
て
‘
補
助
商
業
の
設
け

手
ャ
玉
i土『エ手ぎ、『
9

9

h

製

H
"

田

d
1
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四
業
数
本
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I

も
、
お
び
お
び
備
は
る
に
至
札
り
。

さ
札
ば
、
今
日
、
商
業
を
管
ま
ん
に
は
、
国
内
の
こ
と

は
、
も
と
よ
り
‘
廣
く
外
國
の
こ
と
ま
て
も
、
十
分
に
研

究
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

第

四

課

商

品

．

商
人
の
賣
買
す
る
物
を
、
商
品
と
い
ふ
。
商
品
の
種

類
の
多
き
は
爾
街
を
通
り

l
裔

家

の

店

を

の

ど

け

ば
、
セ
の
店
ご
と
に
、
種
々
の
異
な
る
物
を
並
べ
お
く

を
見
る
に
て
も
、
知
ら
る
べ
し
。
さ
札
ど
、
こ
礼
を
大
別

’

す
る
と
き
は
、
夭
産
物
と
製
造
品
と
宥
償
證
券
と
の

書
曇
蒙
賢
誓
羞
雷
饗
皇
雪
蓼
馨
言
晨
麗
霞
冒
鷺
畠
置
置
喜
鬱
霞
翫
鬱
墨
鸞
誓
皇
璽
塁
皇
暑
瓢
響
事
璽
璽
璽
屡
鬱
警
璽
書
量
置
量
覆
藁

三

種

と

す

る

こ

と

を

得

べ

し

°

.

夭
産
物
と
は
、
自
然
に
産
す
る
米
秦
・
材
木
。
魚
頻
・
金

石
な
ど
を
い
び
、
製
造
品
と
は
、
夭
産
物
に
人
手
を
か

け
て
造
り
上
げ
た
る
塗
物
陶
器
織
物
な
と
を
い
び
、

有
償
證
券
と
は
、
ハ
ム
債
證
書
・
手
形
な
と
を
い
ふ
。
—

第

五

課

需

要

尚
業
に
は
、
「
需
要
増
し
た
り
」
「
供
給
止
み
た
り
」
な
ど
、
一

つ
ね
に
‘
需
要
と
供
給
と
の
二
つ
の
語
を
使
ふ
が
ゆ

ゑ
に
、
こ
こ
に
、
こ
礼
を
説
明
し
お
く
べ
し
。
―

い
ま
、
わ
札
ら
が
、
紙
を
買
は
ん
と
て
、
紙
屋
に
到
り
、
―

璽

1

1

,
鯛
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な
は
こ
の
他
に
、
農
夫
が
、
棉
花
を
供
給
せ
ん
と
て
、

草
棉
を
作
り
、
大
工
五
官
が
、
セ
の
技
術
を
供
給
せ
ん

と
て
、
家
を
建
つ
る
人
の
需
要
を
待
つ
な
と
は
、
乙
が
、

＇
み
な
‘
供
給
の
例
と
す
べ
し
。

9

第

七

課

物

の

償

．

一

ゎ
札
ら
は
、
筆
一
本
を
買
は
ん
と
す
る
と
き
は
、
二

[

錢
ま
た
は
三
錢
ば
か
り
掃
ぴ
て
、
と
の
筆
を
自
分
の

グ

物
と
な
す
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
、
他
人
の
商
品
を
目

ぶ

分
の
物
に
せ
ん
と
て
掃
ふ
金
錢
を
、
代
金
と
い
び
、
ン
・
）

の
代
金
を
、
物
の
償
と

2

ふ。

冑
璽
喜
曇
喜
璽
喜
曇
言
鼻
冒
喜
喜
讐
量
冒
冒
曇
璽
璽
鸞
璽
書
量
喜
量
鬱
鸞
置
言
喜
置
量
畠
畠
言
暑
鬱
喜
賃
書
置
璽

j

‘̀ir“r・
 

祖
の
中
に
て
、
次
の
三
箇
條
に
常
る
物
の
外
は
、
み

な
‘
償
を
有
す
。

一
、
少
し
も
、
人
の
益
に
な
ら
す
し
て
‘
需
淫
な
き
も

の
は
、
償
な
し
。
田
畑
に
生
中
る
害
贔
の
ご
と
し
。

-
『
た
と
び
、
人
の
益
と
な
る
と
も
、
と
の
量
多
く
あ

り
て
、
こ
が
を
取
る
に
力
を
勢
せ
ざ
る
も
の
は
、

償
な
し
。
空
氣
の
ご
と
し
。

三
、
ま
た
人
の
益
と
な
る
こ
と
多
く
と
も
、
他
人
に

引
き
渡
す
こ
と
の
な
り
が
た
き
も
の
は
、
償
な

し
。
身
慨
の
健
康
な
ど
是
な
り
。
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口

□

内

の

大

石

は

深

山

中

に

あ

る

＂』謬

・

大

石

よ

り

も

、

と

の

償

高

く

、

名

f

名『
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掌

高

き

霊

師

の

袖

け

る

書
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裏
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口

ぃ

I
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す
べ
て
の
物
、
セ
の

製

造

費

あ
る
び
は
運
賃
の
多
く
か
か

9

る
も
の
は
、
セ
の
償
高
く
燃
ら

9

5

く
る
も
の
は
、
償
低
し
。ま

た

‘

稀

）
{

-

・
 

な
る
品
に
て
‘
需
淫
多
く
供
給

名
責
芯

・

少
な
き
も
の
は
、と
の
償
高
く
、

．

．

言・ク、`

慇
ら
ざ
る
も
の
は
、
償
低
し
。

『

•

か
く
崎
の
鬱
二
塁
西
嬰
と
供

給
と
の
割
合
に
よ
り
て
蒻

の

づ
か
ら
高
低
を
生
し
、
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し
C

ま
た
、
商
品
の
註
文
、
未
著
品
の
催
促
、
セ
の
他
、
何
事

l

に
限
ら
中
、
他
よ
り
信
書
を
受
け
た
る
と
き
に
は
‘
猶

豫
な
く
返
信
を
登
す
べ
し
。こ
杜
餐
業
を
盛
ん
に
す

る
一
手
段
な
り
。

お
の
i
l
‘
び
と
た
び
問
合
の
信
書
を
登
し
た
る
と窃

犠
褪
聾
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．．
 初

等

商

業

放

本
‘

7

前

編

‘
'

、

裔
業
を
贅
ま
ん
と
す
る
に
は
、
ま
づ
、
セ
の
店
の
位

’t

置

お

よ

び

建

築

法

等

に

注

意

せ

ざ

る

べ

か

ら

す
。こ

]

冒

□
.;::., • ; : • • 

， さ裔
．ぷ・ 、， し商品得
．、9:ご方品の意

：：．：なの陳客第
歎 と陳列を十
＇^，本に列所し九
：’̂、：應法をて課
｀しは設闘
配落く意裔
置のるに品
を明こ尚陳

＇整けと、品列
正方必を所
しお要観
てよなし
美びりめ
゜観光ん

を線に

増のは
i --、

円

．
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初

等

商

業

敢

本

前

編

さ
し
む
べ
し
。
然
し
て
、
ま
た
、
分

言
：
一
．i:`
□

`
ロ

冒

□L
冒
l
l

ぃ`
G

言

言

年

ビ
l

OOる
便
を
薗
る
よ

陳
列
品
に
は
、
正
償
の
札
を

け
お
き
、
セ
の
場
に
て
た
だ
l

ち
に
賣
り
渡
す
法
も
あ
る
べ
く
、
ま
た
、
見
本
の
み
を

陳
列
す
る
に
止
む
る
も
あ
る
べ
し
。

陳
列
所
は
、
自
店
の
専
有
物
と
し
、
あ
る
び
は
、
他
店

と
連
合
し
て
共
同
物
と
し
、
あ
る
ぴ
は
、
ま
た
‘
貿
易
品

な
ど
に
つ
き
て
は
、
海
外
適
常
の
地
に
設
く
る
必
要

も
あ
る
べ
し
。

第

二

十

課

廣

告

法

お
の
札
の
賣
り
捌
く
商
品
の
種
類
と
商
統
と
を
、
I

廣
く
内
外
の
人
に
知
ら
し
む
る
は
、
商
業
の
隆
盛
を

諜
る
に
必
要
な
る
手
段
な
り
。
こ
の
手
段
を
廣
告
法

四
士
ニ
.
.
 9
 ..
 
l
.
 

．
~
＞

＾

・

＇
~

・、

.

.

.

"
 

.
.
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9
,
 

的
~

7
‘
‘..

‘

.
‘ク
，
＂



I
-―」↑-4
.
4

；
き
―
1
-

と
い
ふ
。
も
し
‘
廣
告
を

な
さ
中
し
て
、
た
だ
漠

然

と

開

業

し

た

り

と

皐

一

一

て
‘
誰
か
買
ぴ
求
む
る

I

l

l

[

-

も

の

あ

ら

ん

や

。

一

廣
告
法
の
も
っ
と
丁

□

〗
と

も

善

き

は

、

通

行

人

を

し

て

、

店

』

[
 

前
に
足
を
停
め
し
む
る
と
、
新

4
{

問
紙
の
廣
告
を
利
用
す
る
と

に

あ

り

。

、

．

珈

冒

I

瓢

疇

店
前
の
廣
告
は
、
こ
が
を
通
行
人
の
目
ま
た
は
耳

に
慮
覺
を
超
さ
し
む
る
も
の
な
り
。
軒
看
板
。自
動
花

車
あ
る
ぴ
は
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
類
に
新
案
を
工
夫
し

文
廣
告
に
利
閂
せ
ば
、
通
行
人
は
、
た
ぇ
す
代
は
る
も

の
ゆ
ゑ
、
と
の
き
き
め
少
な
か
ら
す
ぐ

新
聞
廣
告
は
、
も
っ
と
も
少
な
き
費
用
に
て
、
も
っ

と
も
多
く
の
人
に
廣
告
す
る
艮
法
な
り
。
セ
の
き
き

め
は
‘
急
に
現
は
f
l
ざ
札
と
も
‘
忍
耐
し
て
た
び
た
び

廣
告
＼
讀
者
の
注
意
を
た
び
た
び
新
に
す
る
中
に

は
や
ぅ
や
く
得
意
客
を
得
る
に
至
る
べ
し
。

，．
「~
こ
ニ
ニ
ー

一三
―
―
―

業

敢

本
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一
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．

．
｀
・
‘

.
‘
ー
．
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．

，
．人
．
免
‘
忽
．

、．．
．
 
夕
，
5
．,
r
.
9
.
"
3
.
、ど

．．＇p
．
、ヽ

，

b

ク

、、

ヽ
』2

初

等

商

業

放

本

・

，

前

編

口

、

｝

四

十

六

．

｀

、

P
．

、

-

f

.―――――――
―――――こ
4
u

-
_
_
 三
+
-
ナ

-
I
-

さ
訊
ば
、
高
人
は
‘廣
告
の
入
費
を
一
の
餐
業
費
悶

と
見
な
し
、
時
と
場
合
と
を
掃
び
怠
ら
す
廣
告
し
て
、

5

パ

／

、

ぇ
ふ
．
9
．、

•
‘

世
人
に
忘
汎
ら
訊
ざ
る
よ
ー
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
c

'
・ヽ

•

•

•

•9 

.

.

.

 \

、

•
9
.

第

二

十

一

課

米

ミ

来
は
ぶ
が
閏
人
の
常
食
用
と
し
て
ぶ
貿
買
せ
ら
る

c

`

/

...
",'ん

ぃ．． 

，
ん

・`
・ア

、3.
‘

る
も
の
な
り
。

口

》
]..
 
“¥ 

わ
が
図
に
て
‘
来
の
一
箇
年
間
の
産
出
高
は
、
お
ほ

む
ね
四
千
葛
石
に
上
札
と
も
、
少
し
く
不
作
な
る
年

に
は
、
南
京
来
と
い
へ
る
清
韓
地
方
の
来
を
買
び
入

r

礼
て
、
と
の
不
足
を
補
へ
り
。
こ
は
、
質
劣
札
ど
も
‘
償
安

}

.

、

c
’ン．

.̀ .

.
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.
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一
ぎ
利
あ
り
。

来
の
品
位
の
良
否
は
ビ
の
品
質
料
の
大
小
・
堅
脆
p

.-

立
筋
の
深
汲
‘
量
の
軽
重
、
色
つ
や
の
良
否
‘
調
製
の
純

不
鈍
な
ど
の
類
に
つ
き
て
‘
鐙
定
す
る
も
の
に
文
熟

，＇

、
＾

練
者

に
は
‘冑
に
驚
く
べ
き
鑑
定
力
あ
り
。

｀

4

↑
》

ヽ

あ
る
虞
に
、
一
人
の
来
裔
あ
り
て
日
々
、
全
國
各
種

＾

の
来
の
品
質
を
見
て
、
こ
札
は
ど
こ
の
産
、
セ
札
は
ど

＂

こ
の

歪
と
、
い

ぴ
あ
て
ざ
る
こ
と
な
か
り
き
。あ
る
人
、

t
言9

び
を
か
に
、四
五
種
の
来
を
ま
ぜ
お
き
て
、
セ
の
産
地

＾

＇

を
問
び
た
る
に
、
や
や
し
ば
ら
く
考
へ
た
る
後
、
こ
f
l

i
ャ
•
,
'
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い
い
詞
口
髯
冒
胴
国
塁
員
鱈
冒
量
冒
冒

初
等
商
業
放
本
前
編
，

9
．
,

'
,
.
,
J

.

、

•

四
十
入

，

．

は
‘
寺
の
齋
来
な
ら
ん
と
い
び
き
と
ど
米
裔
た
る
に

恥
ぢ
ざ
る
眼
識
と
い
ふ
べ
し
。

第

二

十

二

課

生

絲

生
餘
は
お
か
園
貿
易
品
中
の
第
一
に
位
し
、
各
地

ほ
と
ん
と
こ
が
憂
産
せ
ざ
る
は
な
し
。

生
絲
の
品
質
は
ど
の
弾
力
張
く
、
太
さ
一
定
し
て

節
な
く
、
免
澤
す
ぐ
j
l
て
よ
ろ
し
き
が
よ
し
。
売
澤
の

外
は
、
み
な
覇
械
も
て
桧
査
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

内
地
に
て
消
費
す
る
分
は
終
も
に
太
く
鰈
り
た

る
も
の
な
f
l
ど
‘
翰
出
向
と
し
て
製
す
る
も
の
は
、
多

．
、

．

噸

．
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い
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．

＜
細
手
に
て
、
三
粒
つ
け
四
粒
つ
け
な
ど
な
り
。
三
粒

つ
け
と
は
崎
三
粒
の
絲
口
を
、
一
筋
に
よ
り
合
せ
な

―

が
ら
‘
繰
り
出
し
た
る
も
の
を
い
ふ
。

一

第

二

十

三

課

註

文

一
商
品
の
買
附
を
申
込
む
を
‘
註
文
と
い
ふ
。
註
文
に
、

一一

口

頭

註

文

と

信

書

註

、

文

と

あ

り

。

一

註

文

に

針

し

、

セ

の

燭

に

て

た

だ

ち

に

商

品

の

販

一

引

を

終

ふ

る

も

の

は

謬

別

な

礼

と

、

後

日

に

闊

條

す

-
―
る
も
の
は
、
一
種
の
賣
買
契
約
な
礼
ば
、
他
日
行
違
を

一

生

ず

る

と

ぎ

は

‘

註

文

せ

し

も

の

も

‘

註

文

を

受

け

し

-
..
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初

筈

商

業

数

本

前

編

し

四

十

九

冒
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疇
冒
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冒
畠
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置
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も
の
も
‘
み
な
、
不
利
な
る
を
免
礼
す
。
ゆ
ゑ
に
‘
雙
方
み

．
。

な
‘
は
じ
め
に
懺
み
、
一
取
引
年
月
の
い
ま
杞
汲
き
も
の
、

ー
ま
た
は
、
多
順
の
註
文
を
受
け
た
る
も
の
に
は
、
な
る

一一
た
け
‘
契
約
書
ま
た
は
確
冑
な
る
饂
書
を
一
取
り
お
く

べ
し
。
一
旦
契
約
し
た
る
こ
と
に
違
ぴ
背
く
は
ぶ
詞
人

'
]
ぃ
＇
一

の
も
っ
と
も
恥
づ
べ
き
不
惚
な
り
。

｛

一

裔
品
の
賣
買
を
契
的
し
た
る
と
き
冨
貝
方
よ
り
賣

ニ
ク
に
針
し
、
と
の
代
金
の
幾
郡
分
を

一
取
引

の
日
ま
て

F

一孤
け
お
く
な
手
附
金
ま
た
は
證
隷
金
と
い
ふ
。
手
附

ー

ロて‘
償
の
高
低
甚
し
き
商
品
に
封
し
て
は
、
セ
の
割
合

こ
と
に
多
し

手
附
金
を
預
け
た
る
賣
買
の
契
約
を
‘
買
方
に
て

違
約
し
た
る
と
き
は
、
手
附
金
の
返
附
を
求
む
る
こ

と
を
得
す
。
も
し
、
ま
た
‘
賣
方
に
て
違
約
し
た
る
と
き

～

は
、
と
の
金
額
を
二
倍
し
て
買
方
に
返
附
す
る
が
定

一
｝

法
な
り
。

さ
が
ど
、
す
べ
て
の
賣
買
に
、
一
々
手
附
金
を
授
受
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す
る
と
き
は
、
大
い
に
軍
引
の
敏
活
を
妨
ぐ
べ
し
。ゅ
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に
、
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附
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、
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手
の
信
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に
よ
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必
要
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こ
礼
に
て
知
ら
る
べ
し
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第

二

十

四

課

小

賣

の

販

引

小
賣
は
、
商
品
と
販
り
換
へ
に
代
今
』
を
受
け
販
り
、

セ
f
l
に
て
戚
引
を
完
結
す
る
も
の
な
が
ば
、
別
に
む

づ
か
し
き
こ
と
も
な
き
よ
ー
な
が
ど
‘
客
の
多
き
だ

け
、
同
業
者
も
多
き
こ
と
と
て
、
十
分
勉
張
せ
ざ
る
と

き
は
‘
客
足
を
引
く
こ
と
難
か
る
べ
し
。
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ま
づ
、
品
質
を
選
び
て
、
と
の
償
を
安
く
す
べ
き
は

一

い

ふ

庄

て

も

な

く

、

時

日

な

ど

を

約

束

し

た
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と
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第同
じ
く
‘
燐
寸
に
て
も
虹
設
種
あ
料
ば
正
J

の
種
類
゜
品
麟
敷
量
な
り
。
た
と

級
と
敷
量
と
を
明
白
に
す
べ

の
口
匹
偉
等

き
が
こ
と
し
。

か
ら
ざ
る
事

に
は
引
渡
の
時
日
と
場
所
と
な
り
。
賣
渡
の
、

契
約
阻
日
に
後
る
る
と
告
は
巖
談
叶
J
ら
る
る
の

み
な
ら
主
捐
害
を
孵
信
迂
ざ
る

べ

も
あ
孔
ば
ビ
の
時
日
裟
よ
び
賣
諷
t
の
警
屑
、
何
停

車
燭
渡
＼
箸
渡
し
の

類
な
ど
を
叩
白
に
す
べ

第
三
は
、
代
金
如
よ
び
代
金
支
掃

）
 

）
＇
 

ー

の
方
法
な
り
。代 ,J 

へ
ば
1

ま
づ
、
明
瞭
確
胄
に
販
り
き
め
お
か
ざ
る
べ

い
ま
ビ
の
肝
淫
な
る
箇
條
を
畢
ぐ
が
ば
、
左
の
ご

か
ら
主

り
翫
え
で
長
後
日
の
紛
議
を
豫
防
せ
ん
た
め
に
、
最
初

]
完
結
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
す
こ
ぶ
る
複
雑
な

第
二

卸
賣
の
取
引
は
、
小
賣
の
販
引

の
ご
と
く
、
目
前
に

も
つ

と
も
肝
一
要
な
り
。

十
五
課

卸
賣
の
阪
引
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口
二
，
こ
巴
噂
塁
菜
A
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こ
が
ら
の
事
は
、
す
べ

「

得
な
が
ど
、
こ
と
に
ぶ
賣
を
な
す
も
の
は
、
こ

の
注
意
、
―

眉

．
唸
ょ
．
ぶ
・一夕．グ
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こ

て
の
商
業
に
必
要
な
る
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商
品
を
賣
買
す
る
尚
人
を

問
屋
は
、
黍
話

せ
ら
札
た
る
箸
荷
の
運
賃
セ
の
他

を
立
て
換
へ
お
き
、
や
が
て
、
過
嘗
の
買
人
を
見
つ
け

て
、
こ
礼
を
賣
り
捌
き
た
る
後
、
セ
の
賣
上
代
金
の
中

よ
り
‘
運
賃
庫
汲
料
お

よ
び
目
分
の
受
く
べ

き
手
数

麟
5

等
を
差
し
引
き
、
と
の
残
金

に
明
細
書
を
添

へ
て
、

委
誌
主
に
送

る
な
り
。こ
の
明
細
書
を
‘
賣
上
勘
定
書

ま
た
は
仕
]

5

ふ
い
と
い
ふ
。

問
屋
ば

か
く
着
主
の
委
託
を
受
け
て
‘賣
捌
の
業

を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
、
委
託
を
受
け
て
、
商
品
の

必
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造
費
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等
は
、い
づ
が
に
て
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す
べ
き

・
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か
を
詳
か
に
し
、
代
金
は
、
前
掃
即゚
金
彿
゜
掛
掃
の
中、

い
づ
礼
に
な
す
べ
き
か
を
明
記
す
る
類
な
り
。

第

二
十

六

課

問

屋

祖
蒻
の
裔
人
が
、横
濱
に

て
生
絲
を
賣
ら
ん
と
す

る
と
き
か
の

地
に
高
店
を
も

た
中
、
ま
た
ぶ
づ
か
ら

出
向
く
も
煩
は
し
と
い
ふ
よ
ー
な

る
塔
合
に
は
、こ

れ
を
ど
の
地
の
問
屋

に
委
託
し
て
、
販
賣
す
る
こ

と

を
得
る
な
り
。問
屋
と
は
、
も
と
‘
卸
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の
通
蒋
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受
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。
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に
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上
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ら
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走
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す
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多
く
は
‘
郵
便
物
の
重
量
に
つ
き
て
貌
企
を
課
し
、

里
数
に
拘
は
ら
ざ
る
を
法
と
す
。ま
た
外
國
郵
便
の

冑

わ

が

図

の

郵

便

局

の

設

け

あ

る

韓

鳳

清

國

の

敦

箇

所

に

送

る

べ

き

郷

便

物

は

内

地

と

同

貌

な

り
。

一

わ

が

現

行

郵

便

規

則

は

普

通

郵

便

物

を

五

種

に

に
分
つ
、
第
一
種
は
、
封
書
、
第
二
種
は
、
端
書
、
第
三
種
は
、

碕
間
゜
雑
誌
、
第
四
種
は
、
印
刷
物
お
よ
び
商
品
見
本
等
、

第
五
種
は
、
農
産
物
種
子
な
り
。裔
品
見
本
は
、
参
拾
匁

ご
と
に
式
錢
曾
生
産
物
種
子
は
、
同
量
ご
と
に
壼
錢
の

切

手

を

貼

る

べ

き

こ

と

に

定

め

ら

札

た

り
3
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少遠得内方の普神喜お
に近べの以--通に税よ
よにしも内法郵出なび
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り拘をの重あ便てる農
てはの全さりのたば産
ーら料郵ー天クトるこ物
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至
急
を
要
す
る
も
の
に
は
、
電
信
の
設
け
あ
り
。
電
信

に
は
、
外
國
電
報
と
内
國
電
報
と
の
別
あ
り
C

内
閏
電

報
の
中
、
ま
た
、
和
文
と
欧
文
と
の
一
一
種
に
別
た
る
。

日
嘴
も
っ
と
も
多
く
行
は
る
る
は
、
和
文
電
報
な

り
。
セ
の
頼
信
、
文
は
、
普
通
の
信
書
と
異
な
り
て
、
本
文

を
庁
恨
名
に
て
認
め
、
登
信
人
お
よ
び
受
信
人
の
居

所
゜
氏
名
を
本
字
に
て
記
し
、
受
信
人
の
居
所
氏
名
の

傍
に
は
‘
振
仮
名
を
附
く
。
然
し
て
、
登
信
人
の
居
所
゜
氏

名
を
受
信
人
に
知
ら
し
め
ん
と
す
る
に
は
、
一
定
の

場
所
に
庁
仮
名
に
て
認
め
、
木
文
の
字
敷
に
加
へ
ら
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る
定
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な
り
。

電
報
料
は
、
字
敷
の
多
少
に
應
す
る
も
の
に
て
、
通

常
、
本
文
の
字
数
十
五
字
ま
て
を
素
拾
錢
と
し
、
以
上
、

五
字
以
内
を
増
す
ご
と
に
五
錢
を
増
す
べ
き
定
め

な
り
。
さ
孔
ば
‘
な
る
た
け
無
用
の
字
句
を
着
き
文
必

要
の
事
件
杞
け
を
簡
明
に
認
む
べ
し
。

か
く
、
電
報
料
は
ど
の
字
敷
に
従
ぴ
て
増
加
す
る

も
の
な
j
l
ば
謡
日
幾
回
と
な
く
、
電
報
の
餐
著
あ
る

高
店
に
て
は
‘
暗
麓
電
報
を
利
用
し
て
、
料
金
の
節
約

を
圃
る
べ
し
。
暗
競
と
は
普
通
語
を
符
膊
に
作
り
た
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初
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商

業

牧
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七
十
四

る
名
に
て
、
と
の
例
を
暴
ぐ
札
ば
、
左
の
ご
と
し
。

裔
業
敦
本
、
リ
ネ
。
す
ぐ
に
出
褻
す
、
レ
ロ
。

指

直

い

く

ら

、

ラ

ヌ

。

販

引

活

濠

、

ヌ

ユ

。

委

釦
は
郵
便
、
ル
ナ
。
荷
物
不
箸
、
ロ
ラ
。

‘

か
く
の
ご
と
く
‘
暗
硫
電
報
は
、
多
く
の
普
通
語
を

心

つ

か

二

字

づ

つ

応

て

同

様

の

意

を

偉

ふ

る

も

の

な
l
t
ば
ど
の
利
益
ず
こ
ぶ
る
大
な
り
。ゆ

ゑ
に
、
高
家

一
見
つ
ね
に
、
自
店
と
翫
引
先
と
の
間
に
、
同
一
の

電

信

晴
鷺
闘
書
を
借
へ
お
き
、
こ
礼
に
よ
り
て
戚
引
の

敏

F

活
を
薗
る
よ
ー
に
す
べ
し
。
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電
報
に
も
、
ま
た
‘
至
急
電
報
・
返
信
料
前
納
電
報
。
追

｀
一
尾
電
報
な
ど
、
各
種
の
特
別
阪
扱
法
あ
札
ば
、
か
ね
て
、

條
文
を
熟
覚
し
お
き
‘
臨
時
の
育
用
に
供
す
べ
し
。

第

三

十

三

課

商

業

と

地

理

學
校
に
て
地
理
の
事
を
學
び
て
も
、
た
だ
、
山
の
高

さ
。
川
の
長
さ
、
ま
た
は
、
名
所
古
跡
の
話
だ
け
を
知
る

に
止
ま
る
と
き
は
、
セ
の
妓
ぎ
は
め
て
少
な
し
心
’
ゑ

に
、
地
理
の
事
を
學
ぶ
も
の
は
、
さ
ら
に
、
乙
礼
を
尚
業

な
ど
の
人
事
に
應
用
し
て
、
大
い
に
人
生
の
幸
福
を

増
さ
ん
乙
と
を
圃
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
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ミニ瓜
こ
と
遠
し
。

比
ぶ
礼
ば
、
な
傾
及
ば
ご
る

利
裏
逸
な
ど
の
譜
外
図
に

瓜
り
。
さ
i
l
と
、
こ
以
を

臭

吉

セ
の
噸

数
九
十
餘
萬

に
上

國
の
船
舶
五
千
四
百
餘
艘
、

年
箸
し
く
虞
大
と
な
り
。
全

わ
が
國
の
海
運
業
は
、
近

賛
に
高
下
あ
り
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釣
手
一
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は
な
し
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を
分
ち
、
全
國
都
會
の

地
衰

の
便
益
を
受
け

ほ
む
ね
、
こ

．．．：：’～.. • ̀  :., 4 

上
江

右

の
重
要
地
に
は
、
枝
線

一

は

延

長
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あ
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よ
り
も
高
し
。
ゆ
ゑ
に
‘
急
を
要
せ
ざ
る
貨
物
は
、
船
便
―

を
阪
る
に
利
あ
り
。
船
便
の
う
ち
に
て
‘
汽
船
便
は
早

r

く
て
ビ
の
運
賃
高
く
‘
帆
前
船
便
は
、
然
ら
す
。

第

三

十

五

課

運

送

問

屋

．

貨
物
の
運
送
を
、
銭
道
ま
た
は
汽
船
の
會
社
に
依

頼
せ
ん
に
は
、
運
送
問
屋
の
手
を
綬
る
を
便
利
と
す
c

こ
吐
運
送
問
屋
は
‘
運
送
業
を
専
門
の
仕
事
と
し
て

と
の
業
務
に
熟
逹
し
、
か
つ
、
海
陸
各
地
と
の
連
絡
も

つ
き
、
セ
の
手
敷
を
省
く
こ
と
多
ぎ
に
よ
る
。

運
遠
す
ぺ
告
貨
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運
送
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初

等

商

業

放

本

前

編

し
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八

十

わ
が
國
‘
汽
船
會
社
の
大
い
な
る
も
の
は
、
日
本
郵
一

諮
。
大
阪
高
麟
東
洋
汽
船
の
三
會
社
な
り
。こ
ね

ら
は、
一

み
な
、
内
地
は
い
ふ
ま
て
も
な
く
、
外
國
の
要
溶
に
支

店
ま
た
は
出
張
所
を
設
け
、
定
期
ま
た
は

臨
時
に
、
セ

の
間
を
統
海
し
、
旅
客
お
よ
び
貨
物
の

運
送
を
取
り

扱
ぴ
を
札
り
。

外
園
航
路
の
お
も
な
る
も
の
は
、
清
゜
韓
ウ
ラ
ジ
オ

ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ス
ト
ッ
ク
゜
印
度
。
欧
羅
巴
゜
濠
太
利
゜
並
米
利
加
な
ど
に

及
び
、
箔
舶
の
往
束
つ
ね
に
絶
え
す
。
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、
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と
の
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賃
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、
船
賃
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こ
と
を
怠
ら
す
。

ー•:.-てごi:....-..;:ぷ．． ：みヽタ

ね
に
貨
物
の
安
全

海
外
諸
國
の

高
人
は
、
遠
く
送
荷
す
る
こ
と
に
馴
訊
、

と
を
な
し
、
こ
i
t
ら
の
損
害
を
防
ぐ
よ
ー
に
す

｀
 

ヘ
し
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f
l
ば
、
商
品
の
種
類
に
應
じ
て
、
相
常
の
包
装
と
荷
造

｀
 

ヘ

中
に
文
破
損
ま
た
は
慶
邑
慶
質
す
る
な
ど
の

あ
ら
ば
、
つ
ま
り
‘
荷
主
の
損
失
と
な
る

き
も
の

貨
衿
咬
荷
造
の
不
完
全
な
る
に
よ
り
‘
運
送

第
三

十
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一
物
を
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け
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こ
と
を
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荷
印

得
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な
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荷
造
の
成
り
た
る
貨
物

に
は
‘
荷
印
お
よ
び
番
競
ま

た
は
何
箇
の
内
な
ど
の
記

麓
を
、
も
っ
と
も
見
易
き
場

所
に
標
記
す
べ
し
。
こ
杜
運

送
中
‘
貨
物
の
積
卸
な
と
に

も
っ
と
も
必
要
な
る
に
よ

る。
わ
が
國
の
荷
主
は
‘
貨
物

ご
と
に
、
何
々
裔
店
行
、
何
個
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二

の
内
な
と
、
標
記
す
る
を
常
と
す
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ど
も
、
こ
は
、
他
の

高
人
に
機
密
の
漏
る
る
不
利
あ
る
を
免
が
す
。
ゆ
ゑ

に
、
欧
来
の
荷
主
は
、
大
抵
荷
卵
と
番
鷲
と
の
み
を
標
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等
の
燐
寸
に
、
同
じ
く
雷
ハ
ム
の
標
を
つ
け
て
賣
り
出

し
た
り
と
せ
ん
。
敷
年
間
辛
苦
し
て
信
用
を
得
た
る
、

絡
妻
商
店
の
迷
惑
‘
思
ふ
べ
き
な
り
。

裔
標
法
の
規
定
は
、
か
か
る
場
合
に
、
真
の
裔
人
を

保
護
す
る
精
神
に
て
設
け
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。裔

尋
と
は
、
商
品
の
入
札
物
な
と
に
附
く
る
目
印
し
な

一
り
。
さ
文
裔
穏
法
に
よ
り
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の
意
匠
の
登
録
を
綬
る
と
き
は
、
こ
札
を
意
匠
登
録

と
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て
、
ま
た
、
他
人
の
製
造
販
賣
す
る
こ
と
を
許

さ
ざ
る
な
り
ど
の
新
案
者
を
保
護
す
る
精
神
は
、
特
一

許
法
に
同
じ
。

特
許
品
ま
た
は
意
匠
登
録
品
は
、
み
な
、
と
の
商
品

に
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示
し
お
く
定
め
な
り
。
他
人
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も
し
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こ
f
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を
偶
造

し
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ま
た
は
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類
似
の
も
の
を
作
り
て
を
の
植
利
を
侵
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し
た
る
と
き
は
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刑
事
上
の
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罰
と
民
事
上
の
損

害
賠
償
と
を
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得
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要
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。
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蜀
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に
こ
礼
に
注
意
す
る
も
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一
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ー
の
不
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者
な
き
を
保
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か
ら
す
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し
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い
を
し
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き
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し
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ん
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に
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所
に
仲
裁
を
依
頼
し
て
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と
の
判
決
に
服
し
、
な
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た
け
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訟
を

避

く
る
よ
ー

に
す
べ
し
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さ
が
と
、
自
己
の
植
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せ
ん
た
め

し

に
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と

を

も

酔

す

る

口

こ
と
能
は
ざ
る
場
合
あ
り
。
●9

.

第

四

十

一

課

綬

瞼

商
業
の
學
問
を
修
め
ん
に
は
、
小
學
校
に
商
業
科

あ
り
、
ま
た
補
習
學
校
あ
り
。
と
の
上
に
は
、
商
業
學
訊

高
等
商
業
學
校
な
と
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
セ
汎
ビ
礼
望

，
唇
，＇

1a
,'’

b=J-
i
.

.

.

.

 

―
――
:'̀
8罵
置

8

"

I

"

"

ー
・ー
，
9

，
'

s
1手
：＇．

i

i

l
i'9こ‘‘↓
,

t

,

9

]

初

，等

『

豆

乙
＾
”
1
"
豆
”
り

，，’9:'s

も
5

索｝

5

t

が

尋

珀

慕

見

柊

9

t
じ
t|

区



初

等

商

業

放

本

前

編

九

十

六

―――ニ――――――――――

-

I

ー

|

i

の
學
校
に
入
る
べ
し
。
さ
札
と
、
商
業
の
學
問
の
外
に
、

商
業
上
の
綬
瞼
な
き
と
き
は
、
真
の
裔
人
と
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と
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ざ
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べ
し
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に
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習
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あ
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の
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